
 

【
作
者
】
國
分
青
厓
（
一
八
五
七
～
一
九
四
四
年
）
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
漢
詩
人
、
名
は
高
胤
（
こ
う
い
ん
）
、
字
は
子
美
（
し
び
）
、
青
厓
は
号
、
別
に

太
白
山
人
と
号
し
た
。
仙
台
の
生
ま
れ
。 

年
少
に
し
て
藩
学
養
賢
堂
（
よ
う
け
ん
ど
う
）
教
授
国
分
松
嶼
（
し
ょ
う
し
ょ
）
に
漢
学
を
、
落
合

直
亮
（
な
お
あ
き
）
に
国
学
を
学
ぶ
。
長
じ
て
高
知
新
聞
そ
の
他 

の
記
者
と
な
り
、
の
ち
大
東
文
化
学
院
教
授
と
な
り
作
詩
の
指
導
に
当
た
る
、

昭
和
十
九
年
没
す
。
年
八
十
八
。  

【
語
釈
】
＊
立
山…

富
山
県
の
東
部
飛
騨
山
脈
北
部
の
高
峰
３
０
１
５
メ
ー
ト
ル
で
頂
上
に
雄
山
（
お
や
ま
）
神
社
あ
り 

富
士
山
・
白
山
と
と
も
に
日
本

三
霊
山
に
数
え
ら
れ
る 

 
 

＊
相
揖…

え
し
ゃ
く
す
る
・
先
方
を
敬
う
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す 

 
 

＊
玉
立…

 

き
よ
ら
か
に
美
し
く
立
つ
さ

ま 
 
 

＊
群
仙…

 

多
く
の
仙
人 

【
通
釈
】
四
十
年
来
、
こ
の
名
山
、
立
山
に
あ
こ
が
れ
て
夢
に
ま
で
見
つ
づ
け
て
来
た
。
き
の
う
夕
暮
れ
時
山
麓
に
着
き 

宿
か
ら
眺
め
た
が
、
も
や
が
一

面
に
か
か
っ
て
い
て
、
何
も
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
朝
日
が
出
て
山
の
姿
が
現
れ
て
来
た 

の
で
思
わ
ず
丁
寧
に
え
し
ゃ
く
す
る
と
、

き
よ
ら
か
な
雪
に
輝
く
連
邦
が
並
び
立
つ
仙
人
の
よ
う
に
目
前
に
迫
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 


